
魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

引
き
上
げ
た
介
護
分
税
率
は
相
応
の

負
担
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

平
等
割
額
は
現
行
の
額
が
近
隣
市
と

比
較
し
て
高
水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
も
据
え
置
く
べ
き
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な

考
え
方
や
今
後
の
方
向
性
な
ど
が
示

さ
れ
、　
年
度
の
税
率
改
定
案
を
頂

21

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん

摩
等
施
設
利
用
は
、
利
用
券
1
枚
当

た
り
の
助
成
金
額
を
千
円
か
ら
　
円
800

に
減
額
す
べ
き
と
の
判
断
を
頂
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
国
保
運
営
は
、
収

納
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
や
特
定
健

康
診
査
な
ど
の
受
診
率
向
上
、
積
極

的
な
情
報
収
集
な
ど
を
求
め
る
意
見

も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
変
更
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
国

保
運
営
協
議
会
へ
も
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
了
承
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
も
勘
案
し
、
協

議
会
か
ら
頂
い
た
税
率
改
定
案
に
基

づ
き
、
野
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
議
案
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩

　
な
お
、
意
見
書
を
頂
い
た
後
に
、

来
年
度
の
税
制
改
正
で
国
民
健
康
保

険
税
の
介
護
分
に
か
か
る
課
税
限
度

額
を
、
９
万
円
か
ら
　
万
円
に
引
き

10

上
げ
る
予
定
で
あ
る
と
の
情
報
を
得

ま
し
た
。

　
市
は
、
介
護
分
の
国
保
税
が
相
応

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
今
回

の
税
率
改
定
案
の
検
討
の
前
提
と
し

て
介
護
分
は
据
え
置
く
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
介
護
分
の
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
に
伴
う
税
率
改
定
案

等
施
設
利
用
の
助
成
金
額
は
規
則
の

改
正
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に

対
し
、
短
期
保
険
証
を
交
付
す
る
国

民
健
康
保
険
法
の
改
正
法
が
公
布
さ

れ
、
４
月
１
日
か
ら
義
務
教
育
以
下

の
子
ど
も
に
対
し
短
期
被
保
険
者
証

を
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

　
本
年
１
月
か
ら
市
内
全
中
学
校
区

で
取
り
組
み
、
現
在
、
新
規
に
設
置

す
る
各
中
学
校
で
地
域
ル
ー
ム
の
整

備
、
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
学
校
施
設
の
整
備

　
ま
ず
、
耐
震
補
強
工
事
関
係
は
、

第
一
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事

と
耐
震
補
強
等
設
計
、
福
田
第
二
小

学
校
屋
内
運
動
場
、
ほ
か
２
校
の
耐

は
中
央
小
学
校
ほ
か
１
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
に
設
置
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
北
部
小

学
校
は
、
プ
レ
ハ
ブ
特
別
教
室
の
新

設
や
諸
施
設
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
７
月
か
ら
の
地
上
デ
ジ
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タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
を
踏
ま
え
、

今
後
３
か
年
計
画
で
小
中
学
校
、
幼

稚
園
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
に

変
更
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
第
二
次
経
済
対
策
の
ハ
ー

ド
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
春
風
館
道
場

　
耐
震
補
強
工
事
は
、
耐
震
調
査
の

結
果
Ｉ
ｗ
値
（
建
物
の
耐
震
性
能
を

表
す
指
標
）
が
想
定
よ
り
も
低
く
、

置
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社

か
ら
、
武
道
場
整
備
費
指
定
寄
附
金

と
し
て
　
万
円
の
寄
附
の
申
し
出
が

500

あ
り
ま
し
た
。

　
改
修
後
は
、
現
在
の
姿
を
で
き
る

限
り
残
し
た
武
道
の
殿
堂
と
し
て
社

会
体
育
の
分
野
の
柔
剣
道
に
限
ら
ず
、

オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
や
中
学

校
の
柔
剣
道
な
ど
学
校
教
育
活
動
で

の
活
用
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
不
燃
物
処
理
施
設
建
設

　
目
吹
地
区
の
工
場
跡
地
を
候
補
地

と
し
、　
月
　
日
に
自
治
会
の
役
員

10

29

幹
部
に
、　
月
　
日
に
自
治
会
員
の

11

22

震
診
断
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
は
柳
沢

小
学
校
で
実
施
し
、
エ
ア
コ
ン
設
置

当
初
説
明
し
て
い
た
以
上
の
経
費
と

な
り
ま
し
た
が
、　
年
度
に
予
算
措

21

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
特
定
健
診

　
受
診
者
数
は
、２
月
　
日
現
在
で
、

10

市
が
健
診
結
果
を
受
け
入
れ
た
受
診

者
数
は
１
万
１
千
　
人
、
受
診
率
は

581

　
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

34　
な
お
、
今
後
、
最
終
的
な
受
診
者

数
が
確
定
し
ま
す
が
、
目
標
値
　
パ
37

ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
数
値
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
は
、
２
月

　
日
現
在
、　
人
の
方
に
指
導
を
受

10

195

け
て
い
た
だ
き
、
実
施
率
は
目
標
値

の
　
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
　
・
１

20

11

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険

　
　
月
　
日
開
催
の
国
保
運
営
協
議

12

18

会
で
、
税
率
改
定
な
ど
の
対
応
の
審

議
結
果
を
ま
と
め
た
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
相
互
扶
助
と
い
っ

た
保
険
制
度
の
基
本
原
則
に
の
っ
と

り
、
公
平
で
適
正
な
保
険
料
負
担
に

よ
り
国
保
事
業
を
健
全
に
運
営
す
る

た
め
に
、　
年
度
以
降
の
収
入
不
足

21

に
対
応
す
る
国
保
税
率
の
引
き
上
げ

は
や
む
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
今
回

の
税
率
改
定
を
　
年
度
の
不
足
分
の

21

み
に
対
応
し
た
も
の
と
す
る
と
す
る

も
の
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
税
率
改
定
の
前
提

と
し
て
、　
年
度
に
近
隣
市
並
み
に

19

教
育
の
充
実
と

青
少
年
健
全
育
成
の
強
化

能楽師を招いて伝統芸能の学習も（岩名中学校能楽師を招いて伝統芸能の学習も（岩名中学校））

“武道の殿堂”として整備する春風館道“武道の殿堂”として整備する春風館道場場

ご
み
の
減
量
と
み
ど
り
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
環
境
の
保
全


